
地
の
塩
溶
が
粗
雑
た
例
が
あ
る
fyJ
い
ふ
｡
そ
の
束
開
墾

地
の
あ
つ
た
の
ノも
助
の
t長
躯
澱
治
の
殆
ん
で
金
城
し
た

の
も
同

1
の
地
即
的
要
因
が
働
い
LJ
賠
某
で
あ
っ
た
｡

今

も
桐
は
岡
山
膝
に
は
蘭
の
収
穫
の
如
き
努
力
の
必

要
な

時
季
に
誤
岐
か
ら
披

っ
て
凍
る
労
働
者
の
斬
る
多

い
事
貨
が
あ
る
こ
AfJ
を
浦
上
宗
衛
氏
か
ら
開
い
た
が
'

過
去
取
落
聴
蓮
の
歴
史
に
は
人
口
移
動
の
潮
流
に
色
々

の
種
燕
が
あ
っ
て
'

そ
の
1
が
澱
治
工
業
ビ
し
て
此
塵

に
現
は
れ
'
そ
の
敏
速
の
根
底
た
る
気
候
の
要
因
が
ま

た
そ
の
廃

滅
を
促
す
こ
亡
に
な
っ
た
の
は
必
L
も
偶
然

で
は
Li
い
｡

阿
波
囲
勝
浦
郡
羽
ノ
浦
町
附
近
の
オ
ル
ビ
-
リ
ー
ナ

石
灰
岩
ご
イ
ノ
セ
ラ
ム
ス
層

江

原

最

伍

予
は
昨
春
勝
浦
川
盆
地
踏
査
の
際
同
盆
地
の
東
端
な

る
朋
ノ
浦
町
附
近
に
於
で
オ
ル
ビ
ト

リ
ー
ナ
石
衣
岩
及

イ
ノ
セ
ラ
ム
ス
厨
を
費
見
せ
-
'

此
の
石
衣
岩
は
先
に

大
鼓
洋
之
助
寧
士
が
日
和
佐
因
幡
説
明
書
に
中
角
よ
-

中

ノ
庄

(羽
ノ
浦
)
に
連
縛
せ
-
ビ
記
載
L
LJ
る
も
の
な

-
､
触
れ
で
も
中
角
の
右

凝
着
は
鳥
の
′灘
系
統
の
も
の

在
る
こ
ビ
明
か
に
し
て
中
ノ
圧
の
も
の
f̂J
は
全
然
其
の

厨
位
を
異
に
せ
-
｡

此
の
石
衣
碁
は
記
者
が
勝
浦
川
盆
地
に
於
で
溝
川
磯

岩
静
ビ
命
名
せ
る
自
室
紀
暦
の
基
底
磯
岩
(S
.Y
e
h

ar
a
:

O
n

the
T
r
i
gon
iaS
and
sto
n
e
grou
p
in

th
e
K
l
･

ts
u
r
a
g
l
W
a

b
1
5

in,
COnta
inin
g

R
y

oseki
pl
an
ts.
J
aP
･

Joz,JrjI.
g
eOI.
a
7Zd
g

e
cg
r
.

-i101
.1
:J
J･
(印
刷
中
'褒
照
)

に
額
石
捕

物
ビ
共
に

介

在
す

る
も
の

に
し
て
両
者
の
問

に
密
接
の
関
係
あ
り
p
然
し
て
曲
の
石
衣
岩
は
黒
色
勧

密
に
し
て
時
に
騨
状
又
は

pis
.1itic
の
構
造
竪

不
し
険

阿
披
蜘
勝
浦
耶
羽
ノ
浦
町
附
妃
の
オ
>;
p
rl
p

I
ナ
石
灰
･:管
)
イ
ノ
セ
ラ
ム
ス
櫛

id
七

l五
九



地

境

鋸
す
る
に
石
衣
罷
甑

(D
lJPlo
po
riJ
ae〕
1
兵

に
オ
ル
ビ

ト
リ
ー
ナ
を
倉
石
せ
㌔

曲
の
オ
ル
ビ
ト
リ
ー
ナ
は
陸

中
囲
宮
古
白
華
暦
の
一も
の
に
比
し
て
少
し

-
其
の
形
を

異
に
し
恐
ら
-
ネ
オ
ーコ
ミ
ア
ン
の

O
l･b
itolin
a
le31tl･C
u,.

1aris
又
は

O
rb
it.
1in
a
dl.SCo
id
e

a
に
比
し
得

べ
き
も
の

な
ら
.
更
に
此
の
石
悉

石
は
稀
に
二
枚
貝
及
ア
ム
モ
ン

月
を
城
す
る
革
め
-
｡

羽
ノ
浦
町
附
近
に
あ

-
て
は
此
の
石
衣
砦
を
破
接
せ

る
哲

村
中
よ
-
ア
ム
モ
ソ
貝
を
座
す
'
此
の
ア
ム
モ
ン

貝
の
僚
見
者
は
徳
島
市
の
棟
本
筒
故
角

7
攻
入
武
な
ら

き
t
W
で
同
氏
が
記
者
の
下
に
揮
盤
し
た
る

二

､
-
チ

ス
に
こ
蒔

あ
-
又
矢
部
教
授
の
記
載
せ
る

P
h
y
ll
ocel･as

cf･infuildibulm
1
d
.O
rb
･
あ
-
て
紀
州
敵
機

町
楢
原

産
の
も
の
に
比
す
る
に
倍
に
同

義

な
る
の
み
な
ら
ず

栗
石
の
性
質
を
同
じ
-
せ
る
に
徹
し
高
橋
助
教
授
の
病

原
就
の
畔
代
は

Phyu
oce!･as
in
fundib
u
lum
の
指
示
す

る
ネ
オ
コ
ミ
ア
ン
に
あ

ら
ざ
る
な
き
か
..
若
し
兆
し
て

然
さ

せ
ば
朝
原
銃
は
記
者
の
廃

調
物
部
川
棟
の
下
部

に
而
し
て
着
脱
棟
は
物
部
川
続
の
中
部
に
加
齢
す
る
も

の
な
-
0

･

節
三
谷

堅
ハ

耽

EI_〇
八

E
Z
U

然

し
て
露
に
光
も
望

瓜
す
べ
き
は
オ
ル
ビ
ー

リ
ー
ナ

石
衣
栗
が
臨
石
捕
物
厨

ビ
共
に
磯
暑
中
に
介
在
す
る
串

に
し
て
網
ノ
紺
町
の
西
方

な
る
育
毛
附
妃
に
於
T
H
塵

す
る
･脅
得

べ
し
.
此
の
革
質
は
日
本
の
下
部
白
華
鹿
は

地
中
泥
舟

(}y{Ied
iterra
nean
faCie
)
に
し
て
北
米
加
州

の
下
部
白
華
静
な
N'1iノ
ッ
ク
ス
'･i,
ル
瀞
が
北
珊
聖

B
.
･

r
｡alf
a｡ies)な
る
に
射
し
て
極
め
て
興
味
あ
る
革
質
な

rLL
だ
す

べ

し｡

御

ノ
紺
町
附
近
に
あ
-
て
は
丑
川
磯
岩
層
の
北
側
即

ち
舌
毛
撃

育
毛
-
立
･江
'問
の
峠
)lの
北
側

,̂長

田
ど
の

鼎
に
治
ひ
略
ぼ
東
西
に
記
者
の
所
謂
阪
本
-
沼
江
断
層

線
の
通
過
す
る
が
溜
め
此
の
方
南
に
-

リ
ゴ
エ
ア
砂
岩

の
教
連
な
U
,
に
反
し
て
親

ノ
浦
柑
営
倉
に
は
禦

笈

塵

界
を
件

へ
る
砂
質
頁
岩
あ

-
て

Inoceram
us
cf,re
g
･

u
la
I.is,
C
u
cul
1aea
cf･sac
ha
linensis,及
1
種
の
E
c
hil,.

o

id

を
座
せ
-
'
此
の
和
泉
砂
岩
ビ
同

1
な
る
べ
き
上

部
白
華
瀞
は
小
丘
を
成
し
羽

ノ
浦
.
丑
江
間
の
出
前
の

内
に
散
鮎
せ
-
.
蓋
し
此
の
地
方
に
は
海
岸
段
丘
の
館

蓮
せ
る
に
紋
し
昔
で
海
水
の
浸
蝕
哲
蒙
-
L
酸
陣
の

エ

tl
I
ジ
ョ
ン
p

レ
-
ツ
ク
な
る
べ
L
r'



此
の
和
泉
砂
岩
厨
は
走
向
束
酉
に
し
て
北
に
傾
き
其

の
北
速
は
記
者
の
所
謂
生
賓
-
1
滑
江
断
静
振
の
延
長

に
よ
-
城
跡
せ
ら
る
.
曲
の
和
泉
砂
岩
健
は
紀
州
金
屋

の
l鳥
屋
城
厨
ビ
銅
係
あ
る
こ
ビ
明
か
に
し
て
此
の
両
者

が
瀬
戸
内
海
沿
岸
に
敏
速
せ
る
和
泉
砂
岩
厨
の
盆
部
を

代
表
す
る
も
の
な
る
か
或
は
其
の

山
部
を
代
表
す
る
も

日

本

近

海

の

浅

さ

の
な
る
か
は
今
後
の
問
題
だ
し
て
興
味
深
き
も
の
な
ら

ざ
る
ペ
か
ら
す
､
記
者
は
此
の
問
題
に
関
し
て
又
羽
ノ

浦
附
近
の
地
歴
に
射
し
て
別
に
詳
論
す
る
機
愈
あ
る
べ

し
｡
記
者
は
此
の
イ
ノ
セ
ラ
ム
ス
静
聴
見
に
際
し
て
羽

ノ
浦
小
串
校
長
棟
木
千
代
減
戊
及
同
校
中
山
訓
導
に
負

ふ
所
大
な
り
弦
.'i
戚
謝
の
意
を
表
す
｡

(

〓

-
･T附
樹
〔
六

1
二
軍
〕

沓
恨
､
水
路
噴
搬
節
四
年
節
三
雄
及
節
相
磯
仰
収

小
舟
仙
台
戊

｢口

本
紀
林
の
鵜
苫
に
就
い
て
｣
の
抜
串
-

l
p
日
本
近
海
測
畳
略
変

t-1
本
の
近
満
は
幕
末
か
ら
外
囲
船
に
よ
っ
て
婁
所
要

所
が
測
景
さ
れ
た
O
就
中
'
茶
園
の
海
軍
は

1
八
四
二

年
頃
か
ら
支
那
日
本
方
術
の
大
規
模
の
測
量
を
開
始
し

て
薫
婁
航
路
及
港
轡
の
海
閲
を
出
版
し
た
｡
我
園
で
は

一
八
七

1
年
(明
治
四
年
)始
め
て
兵
部
省
海
軍
部
に
水

路
局
が
設
け
ら
れ
て
海
岸
の
測
蒐
及
水
路
に
関
す
る
固

誌
の
刊
行
な
行
ふ
槙
に
な
っ
た
｡
而
し
て
明
治
三
十
五

臥
本
紀
侮
り
輝
き

大
部
分
を
測
畳
し
終
っ
た
｡
朝
鮮
の
沿
岸
の
測
量
は
明

治
二
十
八
年
頃
か
.ら
着
手
さ
れ
大
更

尋

境
に

一
迫
-

折
ん
だ
o
南
関
諸
島
は
明
治
三
十
六
年
頃
か
ら
大
聖

1

年
頃
ま
で
の
問
に
.
姦
唐
沿
岸
は
明
治
二
十
八
年
頃
か

ら
四
十
二
年
頃
ま
で
の
問
に
'
箇
力
諸
島
は
明
治
四
十

四
年
か
ら
大
垂
光
年
の
間
に
測
最
し
た
.
ま
た
千
島
列

島
の
大
部
分
は
明
治
三
十
六
年
頃
か
ら
大
聖

ハ
年
頃
ま

で
の
問
に
,
極
太
沿
岸
は
明
治
四
十

左

頃
か
ら
舟
j

二
年
頃
ま
で
の
問
に

山
通
-
測
遺
さ
れ
た
｡
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